
- 1 - 

産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   平成２９年９月８日（金） 

午 後  １時３１分  開 会 

午 後  ３時１６分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  西 村 盛 男   副委員長  春 日 洋 子 

委  員  堀   光 雄   委  員  舩 見 亮 悦 

委  員  馬 場 騎 一   委  員  堤   喜一郎 

議  長  小比類巻 正 規   副 議 長  太 田 博 之 

 

４．事務局職員   局  長  田 島 一 雄   次  長  田 辺 正 英 

係  長  中 村 容 三   主  査  髙 橋 涼 平 

主  事  浪 岡 光 平 

 

５．説 明 員   副 市 長                  米 田 光一郎 

経済部長                  山 本   優 

経済部参事兼産業政策課長          小 泉 厚 子 

経済部産業政策課課長補佐          佐 藤 栄 一 

経済部産業政策課課長補佐          石 坂 知 也 

経済部産業政策課産業支援係長        山 本   聡 

経済部農政課課長補佐            河 村   寛 

経済部農政課農政係長            吉 田 将 悟 

 

６．案  件   ⑴スカイプラザミサワの運営状況について 

⑵中小企業振興条例に基づく施策の実施状況について 

報告事項：三沢市の不順天候対策について 

 

７．会議概要 

西村委員長：定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまから、産業建設常任委員会を開会いたします。 

 本日の案件は、スカイプラザミサワの運営状況について、中小企業振興条例に基づく施

策の実施状況についての２項目に加えまして、報告事項として、不順天候にかかわる農作

物の状況についての１項目について調査してまいります。 

 それでは、１件ごとに調査してまいりたいと思います。 
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 まず、１件目のスカイプラザミサワの運営状況についてであります。 

 それでは、執行部の説明をお願いいたします。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：それでは、案件の１件目、スカイプラザミサワの運営状

況について御説明いたします。 

 お配りしております産業建設常任委員会資料、⑴スカイプラザミサワの運営状況につい

てを御参照願います。 

 めくっていただきますと、総会資料となっております。この資料は、去る５月３０日、

スカイプラザミサワ株式会社が開催いたしました第１２回定時株主総会において配付され

た資料の写しでございますので、本日はこれを用いて御説明させていただきます。 

 １ページをごらんください。平成２８年度の事業報告書から御説明いたします。 

 １、管理部門でございますが、こちらには(1)としてテナント部門の状況、(2)としてア

メリカ村にぎわい創出イベントの企画開催について、それぞれの説明とデータが示されて

おります。 

 はじめにテナント部門についてでございますが、平成２８年３月に１階に入居していた

店舗が撤退したことにより空きスペースとなっていた区画につきまして、新たな店舗の出

店について交渉を進めてまいりましたが、先方の諸事情により最終的には出店を断念して

おります。その後も店舗を誘致すべくさまざまな方と交渉を進めてまいりましたが、出店

いただくまでには至りませんでした。 

 なお、説明文の下の表は、平成２９年３月３１日時点でのテナントの入居状況の一覧で

ございます。 

 次に、(2)はアメリカ村のにぎわい創出のために行ったイベントの企画開催状況でござ

います。 

 はじめは、１０月１６日に開催したアメリカ村サンクスカーニバルについてでございま

すが、コスプレナンバーワングランプリというイベントをメーンに、仮装・コスプレを身

近に楽しんだり、アニメやゲームグッズなどを取り扱う萬屋三沢店との相乗効果を図り、

新たなにぎわいの客層を呼び込むことを目指して開催いたしました。２ページには、当日

の売り上げ、参加者数、そして入店者数が記載されております。 

 続いて、②は、９月１０日開催の三沢基地航空祭前夜祭及び航空祭当日の内容について

でございます。 

 御承知のとおり、三沢基地航空祭は、毎年、県内外から多くの来場があり、市内に連泊

される方も大勢いらっしゃいます。そうした方々をターゲットに、アメリカ広場において

飲食店ブースの開設やステージイベントなどを開催いたしました。表は、前夜祭と航空祭

当日の売り上げ及び入店者数となっております。 

 その他、七夕まつり、三沢まつり、ハロウィンフェスタなど各種イベントの開催にあわ

せて、自社イベントを開催いたしました。 

 次に、２、直営小売部門についてでございますが、２ページの下段には主に売り上げ、

客数の動向についての分析内容の記載がございます。また、３ページにはスカイプラザミ

サワ及びジャックアンドベティの売り上げについての２７年度と２８年度の比較表がござ

います。こちらの表とグラフにもありますとおり、前年度との売り上げを比較いたします
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と、直営小売、ジャックアンドベティともに売り上げは微減となっているところでありま

すが、直営小売の粗利益につきましては、平成２８年度営業計画では２５％としていたと

ころ、実績が約３０％となるなど、大幅に改善しております。なお、４ページには直営店

舗のレジ通過客数が表とグラフで示されておりますが、こちらについても前年度比９５％

で微減となっております。 

 ３、会議は、株主総会をはじめ社内での会議の開催状況でございます。 

 次に、５ページをごらんください。ここから１１ページまでは、第１２期・平成２８年

４月１日から平成２９年３月３１日までの決算報告書でございますが、こちらの報告書は

複式簿記により作成された資料となっておりますことから、一般的な単式簿記により表記

した資料を当委員会用に参考資料として作成していただきましたので、決算につきまして

はこちらの資料でもって御説明をさせていただきます。１２ページをごらんください。 

 スカイプラザミサワ株式会社平成２８年度収支実績表、平成２８年４月１日から平成２

９年３月３１日までの収支でございますが、比較のため平成２７年度の実績についても記

載しております。 

 まず、収入の部でございますが、合計額は１億７,７４７万円、前年度との比較では２,

５８８万１,０００円の減となっております。減収の理由といたしましては、平成２７年

度は市から地方創生交付金事業を委託しておりましたが、平成２８年度は事業がなかった

こと、また、前年度と比較して来店者数が減少したことが主なる要因となっております。 

 次に、費用の部でございますが、合計額は１億７,９２７万３,０００円、前年度との比

較では３,５９８万円の減となっております。減少の理由といたしましては、市の委託事

業がなかったため、物品などの仕入れ等やアルバイトの雇用などの事業費の減が主な要因

となっております。 

 その結果、収入から費用を引いた経常利益は１８０万３,０００円の赤字となりました

が、前年度と比較いたしますと、赤字額が１,００９万９,０００円減少しております。ま

た、減価償却前の経常利益は１,３５７万９,０００円の黒字となっております。 

 なお、平成２３年３月１５日付で契約いたしましたスカイプラザミサワへの３,０００

万円の貸付契約につきましては、平成２５年度から５カ年度において１年度につき１回６

００万円支払う契約になっておりますが、２８年度分につきましては本年３月２７日に返

済されておりますことを御報告いたします。 

 続きまして、１３ページをごらんください。こちらは平成２９年度の営業計画書でござ

います。 

 まず、管理部門のテナント部門についてでございますが、前段でも触れましたが、平成

２７年度末、カフェマティエールイケザキが閉店し、１区画の空きスペースがございま

す。このスペースにつきましては、現在、飲食店として秋ごろのオープンを目指し、契約

締結に向けて協議を進めているところであります。 

 次に、アメリカ村にぎわい創出イベントの企画開催についてでございますが、今年度も

前年度同様、アメリカ村サンクスカーニバル及び三沢基地航空祭の前夜祭と当日の開催を

計画しているとのことでございます。 

 次に、小売部門についてでございます。 
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 まず、(1)直営小売部門についてでございますが、昨年、宮城県にコストコがオープン

したことから、差別化を図るためにも今後はコストコ商品に頼り切ることなく、他店では

取り扱っていない商品をふやしていくこと、また、雑貨に関しては商品数をふやし、より

個性的で魅力的な品ぞろえを進めるとともに、新商品情報のリアルタイム発信や限定クー

ポンの発行などを行うことにより増収増益を目指すこととしており、売上高で前年度比１

０％増を目指すこととしております。 

 (2)ジャックアンドベティにつきましては、前年度より進めてきたアメリカンケーキの

製造・販売を引き続き実施していくこととしており、今年度はより本格的なアメリカン

ケーキの製造・販売を進めていくことしております。また、他店との差別化を図るため、

スカイプラザミサワでしか食べることのできない商品として、ご当地ホットドッグの商品

化に向けた取り組みを進め、売上高５０％増を目指すこととしております。 

 (3)フードカーによる事業展開につきましては、ジャックアンドベティの宣伝と売上高

向上を図るため、市内などで行われる各種イベントやスポーツ大会などにおいてフード

カーによる移動販売を実施し、スカイプラザミサワのＰＲにつなげる事業を展開していく

とのことであります。 

 １６ページをごらんください。こちらは、平成２９年度の収支計画書でございますが、

収入の合計から費用の合計を引いた経常利益は６８５万４,０００円、また、減価償却前

の経常利益では２,３５６万９,０００円を見込んでいるところでございます。 

 最後に、資料の１７ページをごらんください。総会では、取締役全員の任期満了に伴う

選任の件及び監査役辞任に伴う選任の件も議案として上程され、１７ページのとおり、新

たな取締役及び監査役が選任されておりますので、補足して御報告させていただきます。 

 スカイプラザミサワの運営状況に関する説明は、以上でございます。 

山本経済部長：ただいまの説明の中で、１点訂正させていただきます。 

 三沢市が貸し付けている３,０００万円の説明の中で、２５年度から６００万円ずつ５

年間……。（発言する者あり）返済するという形の説明をしたのですが、２８年度から５

年間均等に６００万円ずつ払う。その第１回目の支払いが２８年度に、３月２７日ですが

終わっておりますという報告でございますので、よろしくお願いいたします。 

西村委員長：では、ただいまの執行部の説明に対しまして委員の皆さんから御意見、御質

問等ある方は、挙手の上お願いいたします。 

堀委員：３,０００万円、市のほうから貸し付けしていました。２８年度から返済する、

５年間で返済するという形ですね。 

山本経済部長：はい。 

西村委員長：よろしいですか。そのほかある方。 

舩見委員：スカイプラザは商店街の大きな核として、三沢も注視しながら三沢の経済を支

えるということでやってきたわけですが、最近、いろいろなイベントのときに特に感ずる

のは、宿泊したくても宿泊できないという声が外部からあります。そういった意味で、経

済部等を通じながらいろいろな三沢に来た人から、当人のほうから御意見等があると思い

ますが、それにどんな形で対応しているのかなと思って、直接スカイプラザばかりではな

いのですが、全体的なことを含めてどなたかから答弁いただきたいと思います。 
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山本経済部長：ただいまの宿泊したくても宿泊できないという声が聞こえると。これは新

聞報道等でも出ておりますが、原燃の関係の工事が非常に今は多くなっていて、その分、

三沢市にも宿泊者が多いということで、特に平日の宿泊がかなり埋まっている状況にある

というふうには伺っております。これについての対応というのが今のところできていない

というのが正直なところなのですが、あと、土日に関してはまだあいているときが結構あ

りますので、そういう観光ということでいくと、土日に泊まる方々が多いということで、

そちらのほうで経済効果をさらに上げていくような形にはしたいというふうに考えており

ます。 

 今のところは、以上でございます。 

舩見委員：この総会資料等によりますと、やはり前夜祭とかそういうようなものに力を入

れてやっているのはわかるし、いわゆる休みのときに夜というのは、やっぱり消費金額が

あるわけですから、飲食の関係の方々も、最近はアメリカの人たちも出ないということを

含めて、大変苦慮しているところもあります。そういうことを含めて、特に基地のところ

にあるスカイプラザでやるイベントに関しては、せっかくそれをする宣伝効果もかなりあ

るし、いろいろなイベントがどちらかというと三沢の個性という国際色に絡んだものが人

気あるわけですから、土日の……。今、部長の答弁では、平日はまずあれだけれども、土

日はあいていると。その辺が伝わっていないのかもしれませんし、うまくその辺を、いわ

ゆる業者のほうとも、もしくは広報するほうの係とも連絡をとりながら、すき間なくして

しまえば、土日のほうも解消するのかなと。どっちもいいわけですよね。 

 ですから、特に今はインターネット等で予約する人も結構あるわけですから、うまくう

ちの広報活動の中で、もしくはマックテレビ等も使いながら、私などは特にマックテレビ

はＣＡＴＶ、ケーブルテレビだと私は思っていまして、主にあれは特に私は商業の関係だ

からかもしれませんが、やはり広告とか、いわゆるそっちのほうにもっと力を入れてもら

いたいのを含めて、これは要望としておきますので、ぜひマックテレビとも相談しながら

経済部とそういう情報をもっと流して便宜を図ってもらいたいと、こういうことをお願い

しておきます。これはスカイプラザのほうの役員会等においても、発言してスカイプラザ

の事業計画の中に入れてもらえればいいかなと思っていますので、よろしくどうぞお願い

いたします。答弁は要りませんので。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：貸し付けの返済の件ですが、先ほど部長のほうから平成

２８年度から５カ年ということは間違いないのですが、ことし、２９年３月２７日に１回

目が返済されたということであります。 

 以上でございます。 

馬場委員：スカイプラザ、本当に頑張っていると思います。 

 あの前の駐車場の件なのですよ。このごろ見たら、非常に金曜日とか、夜とか、いっぱ

い車がいて、どこに行っているかわかりませんけれども、非常に車が多いみたいな気がし

て、三沢市もまんざらでないなと思って喜んでいますけれども、いろいろな苦情とか、前

はあそこを使ってはだめでないとか、いろいろな話が最初はありましたね。駐車場、あそ

こを使えば、こっちで使えとか、いろいろあったけれども、今はあそこはオープンにして

使っているのでしょう。あそこを全部ね、夜も昼も関係なく、１２時までただで使ってい
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ると。そういう状態で、より利用者も利便性があって非常に、真ん中ですから非常にもっ

たいない気がするけれども、おかげで三沢市が潤っていると思いますので、いいかなと

思っていますけれども、その辺はどうなのですか。 

 苦情、いろいろな、多分あそこに泊まっている人ばかりで駐車しているわけでないけれ

ども、まちのほうに来たり、こっちに来たり、いろいろなのがありますね。だから、その

辺の苦情とか、あそこがもっともっと狭いとか、そういうあれはちょっとありませんか。

事故があったとか、いろいろなトラブルとか、そういうのがあったら教えてください。 

 非常にみんな利用していいと思っていますので、もっともっとあればもっといいのかな

と思っていますけれども、何しろそういうのを調べてください。 

山本経済部長：ただいまのスカイプラザ前のといいますか、アメリカ広場を含めた駐車場

の利用状況、また、今言った運用の部分での苦情等について御説明申し上げます。 

 まず一つは、平日の日中はそれほど利用されているわけではないので、まだまだ余裕が

ございます。ただ、夜間、それから土日の平日から夜にかけては、日によっては満杯状

態、スカイプラザを利用したくても車がいっぱいというときも中にはございます。そうい

う中で、せっかく萬屋さんにテナントとして入っていただいたのですが、萬屋さんに行き

たいけれども入れなかったというようなことも生じております。 

 したがって、その利用者を見ると、実際に周辺の店の従業員が毎日、そこを駐車場とし

て利用したりということがあって、一般の方々が利用できるように、そういう方々はでき

るだけ市営駐車場とかその他の駐車場等、月極めの駐車場等を利用していただくようにと

いうことでお願いに回ったり、スカイプラザのほうでは行ったりしているところでもあり

ます。 

 その他の対策等もいろいろ検討したりはしているのですが、なかなか効果的なものが生

まれない。そういう中で、今言ったようなことをお願いしながら、少しでもスカイプラザ

を利用する方、また、ほかの方々に支障のないような形で対策を講じるといいますか、検

討しているという状況でございます。 

馬場委員：わかりました。ありがとうございました。 

 別だけれども、この間、保健センターあたりで駐車をしているわけだ。それで、道路を

走っていて、事故があってひっくり返って、保健センターのとまっている車にぶつかっ

てったところもあるわけだ。あったでしょう。なかった。保健センターの中で、道路を

走っていたら保健センターに車をとめて……。事故で中に入った車が……。 

 そういう場合はなんかは、例えば同じ場所であったら、そういう事故とかそういうの

は、あそこに勝手にとめているのだから、保健センターだって勝手にとめるのでしょう。

そういうあそこの飲み屋さんとか、そういう従業員がいっぱい使って、我が物に使ってい

るから、その辺はあるけれども、それは三沢市民だからいいとしなければならないかもわ

かりませんけれども、そういう事故とかそういうのをもらっていたらどうなっているのだ

か、そういうところはあそこはないの。事故とかああいうのはどうなっているの。 

山本経済部長：基本的に道路でない限りは道交法の適用にならないものですから、基本的

にその敷地内で起こったことについては実質両者間の問題という形になっております。市

営駐車場においても同じような状況になります。 
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 それで、スカイプラザについては、今のところ事故の発生というのは聞いておりませ

ん。 

西村委員長：そのほかございますでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

西村委員長：１点だけ。１階にこれから入店を予定されている店舗というお話があったの

ですけれども、お話しできる範囲で、どういったものなのか、中身ですね。時期的なもの

とか、形態とか。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：オープンは秋口と言っておりますが、もう少しかかりそ

うで、冬前にはという感じになります。飲食店であります。夜もお酒とかを提供する予定

であります。 

 以上でございます。 

西村委員長：それは市外、県外とかの業者さんですか。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：業者は市内になります。 

西村委員長：そのほかないですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

西村委員長：では、質問等がないようですので、以上とさせていただきます。 

 それでは次に、中小企業振興条例に基づく施策の実施状況についてであります。 

 執行部の説明をお願いいたします。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：それでは、案件の２件目、中小業振興条例に基づく施策

の実施状況について御説明いたします。 

 はじめに、表紙をめくっていただきまして、資料１をごらんいただきたいと思います。 

 こちらは、中小企業振興条例に基づいて設置されました三沢市中小企業振興会議から、

昨年１１月２４日に市長に対して中小企業の振興のための施策の実施に関して提出されま

した意見書でございます。 

 中小企業振興条例に基づく施策を説明する前に、提出されました意見書の内容を御説明

いたします。１ページをごらんください。 

 出されました意見は六つございました。この意見書は、中小企業振興会議が昨年６月に

市内の中小企業者を対象に実施した中小企業実態調査の調査結果をもとに協議・検討を重

ね、まとめたものでございます。 

 １、三沢市中小企業振興条例の周知に関すること。平成２７年１２月に制定された中小

企業振興条例について、中小企業者をはじめ市民、関係団体など中小企業にかかわる全て

の関係者に条例の存在と中小企業振興の重要性が周知されないことから、条例の周知を積

極的に図る必要があるとの意見であります。 

 ２ページをごらんください。 

 ２、人材の確保に関すること。昨年度、三沢公共職業安定所管内の有効求人倍率は１倍

を超えることが多く、業種によって違いはありますが、市内の企業は総体的に人材不足が

続いております。また、当市においては、若年層が都市部へ出ていく傾向が強く、このこ

とがさらに拍車をかけておりますので、市内企業の人材確保を図るための施策を講じる必

要があるとの意見であります。 
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 ３、人材の育成に関すること。近年の中小企業を取り巻く環境は、機械化やＩＴ化に

よって生産性が向上するとともに、インターネット販売の普及、郊外大型店の進出など、

競争が激化している状況にあります。このような状況に対応できるように企業が成長・発

展していくためには、人材育成が重要であり、また、後継者を育て安定した事業を継続し

ていけるよう市内企業に対して何らかの支援をする必要があるとの意見であります。 

 ４、経営方策に関すること。中小企業者が事業拡大などを図ることができるような助成

制度の整備や、国や県、関係機関からの情報を中小企業者が取得・発信できる環境を整備

する必要があるとの意見であります。 

 ５、まちづくりに関すること。中小企業の振興を図る上で、市内全域のにぎわいの創出

も大事なことの一つと考えられ、商工会や商店会などが特色を生かした取り組みを行って

いるものの、まだまだ課題が山積している状況であることから、より効果を上げられるよ

うな魅力あるまちづくりに取り組む必要があるとの意見であります。 

 ３ページをごらんください。 

 ６、人口減少対策に関すること。人口減少問題は、中小企業者に多大な影響を与えるも

のであることから、人口流出防止の対策を強化するとともに、市外からの移住・居住を促

進していく必要があるとの意見であります。 

 以上が、中小企業振興会議から市長に対して中小企業の振興のための施策の実施に関し

ての意見であります。 

 市では、これら出された意見を踏まえ中小企業振興施策について検討し、継続して実施

している事業も含めまして、今年度行う事業について資料２でまとめております。 

 １ページをごらんください。こちらは、先ほど資料１で説明いたしました六つの意見を

項目ごとにまとめております。 

 １、三沢市中小企業振興条例の周知に関することに関して行う事業は、⑴（仮称）三沢

市中小企業振興シンポジウムの開催、予算額は５３万３,０００円です。平成２７年１２

月に制定されたこの条例の存在、この条例の中身、地域の活性化には中小企業の振興がと

ても重要であることなど、中小企業者はもちろんのこと市民をはじめとした中小企業者に

関係する全ての人たちに知ってもらうことを目的に開催いたします。 

 ページが飛びますが、６ページをごらんください。こちらは、シンポジウムのポスター

です。 

 １１月１１日土曜日午後１時半から三沢市国際交流教育センターで開催いたします。入

場は無料です。シンポジウムは３部構成となっておりまして、第１部に条例解説、解説は

中小企業振興会議の委員が行う予定であります。第２部は、全国各地で中小企業振興関係

のアドバイザーなどで御活躍されている京都大学大学院の岡田知弘教授をお招きいたしま

して、中小企業振興条例を生かしたまちづくりと題して講演をしていただきます。第３部

は、三沢市の何をどのように生かして地域振興、まちづくりに結びつけていくのかについ

てパネルディスカッションを行います。 

 ページが戻りますが、資料２の１ページをごらんください。 

 ⑵につきましては、現在も市ホームページにさまざまな情報を掲載しておりますが、

ホームページを担当課と協議しながら中小企業者向けのページをより利用しやすく、ま
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た、わかりやすいページを作成してまいります。 

 ２ページをごらんください。 

 ２、人材の確保に関すること。こちらに関係したものは七つございます。 

 ⑴三沢地区雇用対策協議会負担金及び補助金、予算額は１３万３,０００円です。三沢

公共職業安定所管内の事業所、自治体、経済団体、関係機関などで組織している三沢地区

雇用対策協議会という団体がございます。この協議会では、人材育成に関する各種セミ

ナーを開催しておりますので、この協議会へ補助金を交付し、より実効性のあるセミナー

の開催など、雇用と人材育成に関する事業の展開を促すこととしております。 

 ⑵建物リフォーム等事業費補助金、予算額は３,１６２万４,０００円です。この事業

は、市民の住環境の改善という目的もありますが、この事業を利用して市内建設関連会社

の受注促進を図ることも目的の一つであります。こちらは、平成２２年度から実施してお

りまして、２８年度までで補助金の額は約２億４,０００万円、この事業によって行われ

た工事の金額は７年間で約６２億円となっております。また、今年度は８月末現在で１,

９００万円の補助金を交付しております。 

 ⑶優良従業員・事業主表彰、予算額は２０万６,０００円です。こちらは、勤務年数が

１０年、２０年の方と優良事業主を毎年表彰しております。また、勤務意欲の高揚を図る

という目的で実施しております。 

 ⑷特産品開発促進補助金、予算額は４００万円です。こちらは、観光物産課主管の事業

でありますが、市内で生産された農畜産水産物などを原材料とした付加価値の高い加工品

の開発や製造を促進し、農畜産水産業との関連産業の活性化を図ることを目的に実施して

おります。これまで、パイカのレトルト品や牛蒡うどん、ゴボウそば、根菜ポタージュ

スープのフリーズドライなとが開発されております。 

 ⑸起業化支援事業費補助金、予算額は３００万円です。国や県においても創業・起業に

対しての支援に力を入れております。当市においては、新規に事業を行う方、既に事業者

であれば新分野へ進出する事業を行う事業者に対して補助金を交付しております。なお、

当市では、雇用の創出が期待できる事業ということも条件としております。昨年度は、こ

の事業を利用して３名の方が起業されました。人材の確保、雇用といった課題について

は、企業誘致も一つの方策でありますが、雇用を生むという点においては、創業・起業も

重要なことであり、この事業については次の⑹、⑺とも連動して進めていきたいと考えて

おります。 

 ⑹三沢市創業相談ルーム、予算はございませんが、県と連携して行っている事業です。

創業・起業支援の専門家を配置して、商工会館で月２回、創業相談ルームを開設して、創

業希望者の相談に幅広く対応しております。 

 ３ページをごらんください。 

 ⑺三沢市創業セミナーの開催、こちらも予算はございませんが、⑹と同様に県と連携し

て実施するものです。創業希望者などを対象に、創業・起業する上で大切な部分である経

営や財務、販路開拓、人材育成の四つの内容のセミナーを開催いたします。今年度は１０

月から１１月の２カ月間開催いたします。 

 以上、七つの事業が人材の確保に関する事業であります。 
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 次に、３、人材の育成に関することにつきましては、二つございます。 

 ⑴は、先ほど御説明した内容と同じですが、三沢地区雇用対策協議会が各種人材育成に

関するセミナーを開催しておりますので、その事業に対して補助金を交付し、より効果的

な実効性のある事業の展開を促してまいります。 

 ⑵三沢職業能力開発協会職業訓練事業運営費補助金、予算額は２７０万円です。千代田

町にあります三沢職業能力開発校において三沢職業能力開発協会が左官、和裁などの職業

訓練事業を行っております。若年労働者の地元定着と技術者の養成を推進することを目的

に補助金を交付しております。 

 続きまして、４、経営方策に関することにつきましては、事業が二つございます。 

 ⑴簡易小口保証特別融資等保証料補給金、予算額は１,０００万円です。この事業は、

中小企業者が市内の金融機関から融資を受ける際に発生する信用保証料を市が補給すると

いう事業で、中小企業者の資金調達を円滑にして経営の安定化に寄与することを目的とし

ております。 

 ⑵三沢市産業情報メール、予算はございませんが、事業者の役に立つような情報をメー

ルで提供するという事業です。事業者の中には、国や県の支援施策を利用したことがな

い、また、支援施策に関する情報については商工会やインターネットなどさまざまありま

すが、入手していないという声が非常に多くございますが、市といたしましては、市ホー

ムページへの情報掲載のほかに、この産業情報メールによって情報発信をしております。

今後は、ホームページの事業者向けページを充実させるとともに、産業情報メールの登録

者をふやす取り組みも検討し、情報提供に努めてまいりたいと考えております。 

 ４ページをごらんください。 

 ５、まちづくりに関することにつきましては、三つございます。 

 ⑴商工会商工振興事業費補助金、予算額は３,２４７万９,０００円です。三沢市商工会

が取り組む商工振興対策、商業街区活性化推進、誘客対策など各種事業を補助し、商工業

者の経営基盤の強化を図ってまいります。 

 ⑵テラヤマ・アートロード街なか演劇事業費補助金、予算額は９９０万円です。こちら

は、既に実施済みの事業です。三沢市寺山修司記念館開館２０周年を記念し、先月、８月

６日、市内全域を舞台としたまちなか演劇が行われました。こちらの事業に補助金を交付

し、にぎわいの創出を図ったところであります。 

 ⑶協働のまちづくり市民提案事業費補助金、予算額は１,０００万円です。この事業

は、地域づくりへの市民参画を推進し、市民と行政との協働のまちづくりの推進を図るこ

とを目的としております。この補助事業は、平成２１年度から実施しており、これまで３

３団体がこの補助金を活用し、住民ニーズに即した地域の活力となるオリジナリティーあ

ふれる事業が展開されております。 

 ５ページをごらんください。 

 ６、人口減少対策に関することにつきましては、三つございます。 

 ⑴定住促進事業費補助金、予算額は１億１２４万４,０００円です。昨年度から実施し

ている事業でありますが、新築工事や中古住宅購入者への助成金を交付し、人口流出対策

及び定住化の促進を図るものであります。 
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 ⑵子ども医療費給付事業、予算額は１億３,４８４万６,０００円です。所得制限を撤廃

し、より一層子育て世代への移住・居住化を図ってまいります。 

 ⑶企業誘致費、予算額は３億６,５４９万３,０００円です。企業誘致活動を展開するこ

とによって産業の振興と集積を進め、地域経済の活性化と雇用の拡大を図ってまいりま

す。 

 以上が、中小企業振興条例に基づいて実施する施策の説明となります。今後は、中小企

業振興会議において引き続き市長に対してさまざまな振興施策が出されると思います。市

といたしましては、これらの意見も参考にしながらより効果的な施策を検討してまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

西村委員長：ただいまの説明に対して委員の皆様からの御意見、御質問等はございません

でしょうか。 

舩見委員：先般、テラヤマ・アートロードというのが事業であったわけですが、私は大変

市内全域を使って、寺山が小学校か中学校に犬を飼っている時代に三沢で過ごしたという

意味で寺山記念館もあるわけですが、その２０周年記念にこれを仕掛けたわけですが、こ

れ自身は大変予想したよりも結果的に評判がよかったと、そう思っているのですが、副市

長がここにおられますので、市長のかわりとして、あの事業に対してどんな感想を持った

か。きのう春日議員が指名して答弁をいただきましたから、副市長にひとつお願いしま

す。 

米田副市長：テラヤマ・アートロードの演劇、私の聞いている限りでは非常にまち全体を

劇場に見立ててやる取り組み、それと増田セバスチャンさんとかさまざま有名人の方が来

て、非常にインパクトがある取り組みだと思っております。 

 ただ、これはちょっと別な出張になって、この日いなかったものですから、現場は見ま

せんでした。だから、現場での感想はちょっとお答えできません。（発言する者あり） 

山本経済部長：これまでも、記念館ができていろいろなイベント、それからＰＲをして寺

山修司に関する振興を図ってきたわけなのですが、その中でやはり一番欠けていたという

か、課題になっていたのが、市民がなかなか記念館に来ないと。市外の方々が９割、９割

５分で、市内の方がなかなか来ないというのが問題でありました。 

 そういう中で、町なかでということで、去年もテラヤマ・アートロードということで町

なかにいろいろな寺山の遺産を飾るということでやってきたわけでございます。今回に関

しては、そういう中でいや応なしに市民が触れる形になり、あのイベントをやった後に市

内の方々が結構記念館に見に来たということもありますので、非常にそういう意味では市

民に寺山を浸透させていく意味で効果があったのかなと思っております。 

 そういうものを一つやったからといって浸透するというものでもありませんので、今後

も市街劇にはならないとは思いますが、違う形でいろいろなイベントをやって寺山の魅力

を浸透させて、そしてまちづくりにもつなげていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

舩見委員：今、部長から答弁をいただいたわけですが、いわゆるテラヤマ・アートロード

まちなか演劇が終わった後に、たしかＮＨＫかなんかである女子高校生かな、あれに参加
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した方を取り上げたニュースの中だったと思いますけれども、そういうのがあったのです

が、我々も寺山修司というと、あんまり若い人には理解されないものがたくさんあったの

でないかと思うけれども、記念館ができてからのせいなのか、また、いろいろなイベント

が開催されてからなのか、若い方たち、かえって学生たちが関心を持つような形になって

きていると。せっかく市内の見学者が少なかったのが、だんだんこれまでに相当ふえたと

か、また逆に言ったら、日本国内よりも海外の人も結構寺山というのには関心があって、

特にアメリカ人、三沢とすれば大変いい三沢らしい、我が文化の持っていき方につながる

だろうと。これは例えば教育にもつながっているのではないかなというような感じさえも

するので、これは今の部長の答弁で、市街劇とはいかないまでもというよりも、ああいう

ことを通じながら人というのが育っていくと言ったほうがいいかな、いろいろな個性を育

てるためには、こういうイベントというのは大変大事だと思います。 

 ぜひ、こういうきっかけをつくった記念事業だったわけですが、これを間髪を入れずに

毎年何かの形で人材育成もしくは文化の交流のためにも、もっていける内容にぜひして、

来年も予算化しながらやってもらえたらいいかなと思っております。 

 余り見ていなかった副市長ですけれども、多分報告は受けていると思いますので、ぜひ 

お願いして、私は前々から商店街、空き店舗が多いので、寺山修司記念館はちょっと遠い

ところにあって行きにくいという方が不便を感じた結果、記念館を見ていなかったという

のもあるのですが、当時、あれをつくったところ、当時の市長は、あそこは文学の森にす

るのだという提言で我々に、それに関連して一般質問をしたことがあるのですが、今はそ

ういうふうになっていないわけですよね。ただ、あそこから発するものがいろいろな形で

文学の発想につながっていると思います。 

 ぜひその効果をもっとあらわすためにも、今回は商店街を中心にしながら、そのほかい

ろいろな地域を利用しながら演劇が行われたわけですが、ぜひ空き店舗を寺山記念館の支

店みたいな形で利用して、あそこで何か学生とかの人たちが集まって、もしくは寺山に関

係した方たちの指導を受けると。よく他県でも、東京にある演劇集団の何というのでしょ

うか、その下部の組織が、例えば沖縄のコザ市にもあったのですが、ショッピングセン

ターの中にそれはあったのですけれども、例えばそういう持っていき方でやるのも一つの

方法かなと私も思ってそんな話をしたことがあるのですが、ぜひそういうことも検討しな

がらやっていただきたいと思います。これは答弁は要らないのですが。 

 もう一つ、企業誘致に３億６,５００万円使って、私は中身はちょっと、多分当初予算

で説明をきちっとしたと思いますが、ちょっとその中身について、金額が大きいので、企

業誘致のところで答弁できるのであればお願いします。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：金額は大きいですが、中身としましては一番大きいのが

立地促進奨励金というのがございますので、そちらが２８年度の決算におきますと１億

２,５００万円弱となっております。企業誘致に関しては、そのほかは雇用促進奨励金、

そういうのもございます。 

 以上です。 

舩見委員：結果としての誘致がどれぐらい進んできたかも、答弁できるならばお願いしま

す。 
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小泉経済部参事兼産業政策課長：申しわけございませんが、資料を持ち合わせておりませ

ん。 

春日委員：資料２になるのですけれども、資料２のほうの２ページなのですけれども、金

額としては少ない金額でありますけれども、優良従業員・事業主表彰の項目がございます

ね。これまでもなされてきた事業ではあるというふうに承知しておりますけれども、こち

らの優良従業員・事業主を表彰するに当たっての選定の基準はどのようになっているの

か、参考にお聞かせください。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：こちらは、商工会に照会をいたしまして、表彰１０年が

何人、２０年が何人というふうにしております。２８年度でありますと、１０年表彰が８

２人、２０年表彰が２６人となっております。 

 勤続年数１０年と勤続年数２０年となっておりますが、基準……。（発言する者あり） 

山本経済部長：表彰基準ということでいきますと、まず一つは年数として２０年、１０

年、これが市の表彰の基準になっております。あと５年が商工会なので。そういう方々の

中で、企業側から優良な従業員として推薦を受けた方ということになります。 

春日委員：そのようなことは頭に浮かんではおりましたけれども、私がなぜ今改めてお聞

きしたかったかと申しますと、やはり私たちの市街から出ていくというですね。ですから

ちょっと身内で企業から、ちょっと言葉がお粗末かもしれませんけれども、年数を勤めて

いるから、その年数に当てはまったから優良従業員として表彰して、そして知らないうち

に、本人がその場に行かなくても賞状だけがぽんと来て、ただ勤めていたからという非常

に乱暴な言い方で失礼なのですけれども、その年数を勤めていたから賞状が知らないうち

に届いていて、何かあるのだというそういう認識の人が実はいまして、非常に残念だな

と。就労意欲というか、そういうことに大きく目標を持っていくならば、事業者がそこに

当てはまる、うちの従業員ではこの人この人が勤続何年だからということで、それに基づ

いて提出をした、そこどまりなのかなと。 

 ちょっと認識が低かったら申しわけないのですけれども、そんなことを心にとめること

が私自身にありまして、就労意欲をもっと高め、そしてアピールをしていくのであれば、

そこに勤続年数だけではなく、願わくばこういうところで非常に優良とするのだと、そこ

に年数と加えたものがアピールポイントが一つあればこそ御本人にとっての意欲も高ま

り、そしてまた周りの方々にも波及していくのではないかというところが、それは理想と

して自分自身が思っているところがありましたけれども、こういうところで非常にうたい

文句はすばらしいですね。勤労意欲の高揚を図る、それがひたひたと効果が高まっていけ

れば、なお理想的だなということで、そういうところでいかがでしょうか。ちょっと商工

会と、また市とあると思いますけれども、個人としては優良従業員にしてはそのことを

思っておりまして。 

 事業主表彰というのは、どういう基準でのものなのか、参考にお聞かせください。 

山本経済部長：先ほどの優良従業員のほうの話につきましては、基準が先ほど言いました

ように、年数をまず一つ満たして、そして雇う企業側として、この人は優良な従業員とし

て推薦しますよという方々、これを推薦していただいて表彰する形をとっていると。そう

すると、企業側で５年したら必ず出して、１０年したら出してという形になって、余り励
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みにならないのではないかというような趣旨だと思うのですが、まず一つには、従業員と

いうところで考えますと、３年目を迎える前に辞職する方々が非常に多いということがあ

りますし、ある一定の期間を勤めるだけでも結構大変なのだという企業側の何といいます

か、実感といいますか、そういうのもありますので、今のところはどうしても企業側に、

この期間を満たして優良な方がいらっしゃれば推薦してくださいということで、それを表

彰する形になっていて、ある意味、それだけではないものをさらに加えて何か考えるとい

うことで勤労意欲を増していくといいますか、高揚させる方法というのは今後考える必要

があるのかなというふうに考えております。 

 加えて、ちょっと趣旨からずれるかもしれないのですが、３年以内にやめる人たちが多

い、これは先ほどの優良従業員の上の上に三沢地区雇用対策協議会の負担金及び補助金と

いうのがございました。ここのところで従業員に対するセミナーというのもやっているの

ですが、こういう部分と同時に、県も今は３年以内にやめる方々が多いので、これに対す

る対策というのをいろいろ講じております。ですから、市と、それから雇用対策協議会、

そして県と一緒になって、そういう方々をなるべく出さないようないろいろな効果的なセ

ミナーや集いというのをやっていこうではないかということになっておりますので、そう

いう部分でも勤労意欲といいますか、それを高揚させていく方法をとりたいと思っており

ます。（発言する者あり） 

 済みません。今のところ年数はないようなのですが、商工会のほうから推薦していただ

いた企業を優良企業という形で表彰させていただいているところです。１年間に１団体を

表彰しているという形でございます。商工会からの推薦に基づくものでございます。 

春日委員：今ここではすぐお答えができないという、商工会からの。それはもちろん商工

会のほうのお任せではありますけれども、私はなぜお聞きさせていただいたかというと、

私の希望ではありますけれども、事業主がさまざまな基準の中で表彰されることには、も

ちろん全く異存はございませんけれども、その中で障害をお持ちの方々の職親制度といい

ますか、雇い入れている方々の表彰とかそういうものもあるのかなと、そのことも浮かび

ながら実は今わかればお聞きしたいと思ったのですけれども、それについては現在は、こ

こでは情報としては持ち合わせていないでしょうか。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：ただいまの御質問ですけれども、資料として持ち合わせ

ておりませんので、確認しましてお答えいたします。 

春日委員：後ほどわかれば、後ほどでよろしいです。 

西村委員長：では、そちらのほうの対応をお願いいたします。 

春日委員：今のことは承知しましたので、後ほど参考にお聞かせいただきたいという思い

ですので、よろしくお願いいたします。 

 次のページの４ページにありましたけれども、先ほど舩見委員からも御質問等々ござい

ましたけれども、私もテラヤマ・アートロードまちなか演劇、市街劇ですね、本当にどっ

ぷりつかってみました。非常に今までにない、私も幸い記念館の近くに住んでおりますの

で、５月のフェスティバル等々可能な限りそちらに行って、さまざまに自分自身では見聞

きしながら体験をしてまいりましたけれども、今回は今までのイメージを大きく打ち破

る、どれほどすばらしく偉大な人だったのかということを私なりに全身で感じた。そうい



- 15 - 

う一日だったなと思いまして、不思議に、非常にすごい何かパワーを自分の体の中に、演

劇を見ながら、そして中央公園、最後の公会堂の大ホール、ちょっと簡単に私の口をもっ

てしても言いあらわせないほどのすばらしい感動と、本当にパワーを存分に浴びたという

ような、簡単に言えばそういう市街劇でありました。 

 でも、市内の方が少ない。これをただがっかりするだけではなくて、これからこのこと

をきっかけにふえていくことをまた願うものではありますけれども、ですけれども、市外

からどれほど多くの方たちがおいでになったのかなということは、非常に自慢であるし誇

りに思いたいというふうに思いました。 

 新聞報道でもあったかと思いますけれども、当日はどのぐらいの方々が三沢においでに

なったのでしょうか。もし、おわかりになれば、参考にお聞かせください。 

山本経済部長：人数としては、正直な話、捉えられるのが、まず有料のチケット、これが

公会堂に入る関係で。どうしても消防法の関係で１,２００枚という制限がございまし

た。これについては、当日の最終的な売り上げとして、全部売り切れて買えない方がかな

りいたというところは聞いております。そして、それ以外に市内の見学に来た方とか、一

緒についてきた方とか、こういう方々がかなりいらっしゃると思いますので、現地で見た

方は三、四倍いたのかなというふうには考えております。その中で、土曜日、日曜日のホ

テルについては、全部埋まっていたということで、前日もそうなのですが、当日も見に来

た方々が泊まって、見ていたというふうに考えております。そういう経済効果があったと

いうふうに考えております。 

春日委員：ありがとうございました。ぜひ舩見委員と私も同じ思いでございまして、テラ

ヤマ・アートロードまちなか、それに類似したもの。もちろんこれまでもさまざま三沢市

はイベントが多いですから、三沢市ならではのイベントが非常に注目を浴びているという

ことをいつも感じておりまして、スカイプラザの中にも毎週、近隣のですけれども、東北

町の方でも毎週行くのが楽しみだというふうに、買い物をするのがですね。そういう声も

実は随分周りからも聞いておりまして、さまざまないい財産といいますか、持ち合わせて

おりますので、それを大いにまた発揮していけるような施策を、今後、取り組んでいって

いただきたいということを思っておりました。 

 以上でございます。ありがとうございました。 

堤委員：今、春日さんの御質問でも触れられておりましたが、確認しておきたいと思いま

す。 

 優良従業員の表彰に関してですけれども、予算がここに、市でこういうふうにして実施

しているというふうに見えるのです。表彰主というか、それは市長と。場所は商工会館と

いう捉え方でいいですか。 

佐藤経済部産業政策課長補佐：ただいまの質問にお答えいたします。 

 表彰は、三沢市長が表彰いたします。場所は、毎年、三沢市商工会のほうで例年１１月

中旬から下旬あたりに実施しております。（発言する者あり） 

 補足なのですけれども、５年表彰につきましては商工会長の表彰になります。１０年、

２０年は三沢市長が行います。 

堤委員：もう少し的確に、五月雨的に思い出したように説明するのではなくて、市で主催
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しているというか、市長が表彰しているのであれば、市の中にもその表彰規程があって、

そしてこのように表彰をしていますということをきちっと言えるようでないと、何かあや

ふやな感じをすごく受けるので、そうなると表彰者が市長なのか商工会長なのか、余りわ

かっていないから商工会が主体なのだろうと、予算は市でつけているのだろうというふう

な間違った解釈をしても困るから、そこのところは明確に、市が主催して予算も出してい

るということに関してはルールづくりもお持ちでしょうから、それはちゃんと捉えて我々

に示すべきだなというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

山本経済部長：今、堤委員がおっしゃったとおりだと思います。 

 ただ、先ほど答弁したように、２０年、１０年については市の表彰と、そしてこれの基

準というのは、まず２０年、１０年いて、それに企業からこの人は優良な従業員ですよと

いう推薦を受けた者、こういう形です。そして、５年については商工会長の表彰ですの

で、記念品等を含めて商工会のほうの経費で見ているということでございます。１０年、

２０年については、経費も三沢市ということでございます。 

 先ほど言いました五月雨式に……。（発言する者あり） 

堤委員：商工会には５年の表彰規程があって、２０万円には、商工会のほうのものについ

ては予算外だということですか。 

山本経済部長：はい。 

舩見委員：２０万６,０００円の予算の中に額縁とかが入っておりますか。表彰状のだけ

ですか。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：ただいまの額縁というものは、別にそれについては入っ

ておりません。 

舩見委員：これは事業主が主に負担して、もちろん自分のところの従業員のお祝いですか

ら、主体だと思います。でないと、いただいた従業員そのものが額縁を買って飾るしかな

い。でないと、セロテープで張っていくというわけにいないので、ぜひこれは１０年、２

０年という長い間、優良従業員として表彰されたわけですから、記念品というとあれです

が、記念品を沿えてという中に、額縁も記念品の中に入れた予算化というのは難しいので

しょうかね。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：ただいまの御意見を参考にいたしまして、財政と詰めて

まいりたいと考えております。 

堤委員：聞き漏らしたかと思っておりますけれども、質問させていただきます。 

 中小企業振興会議による意見書があって、それに対する市の回答が資料２ということで

よろしいのでしょうか。それとも、この資料２は、我々に対する資料というのでしょう

か。我々というのは、当委員会に対する資料です。訂正します。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：資料２につきましては、予算として示したものでありま

す。この施策に対しては、当初予算の中でこのように計上されましたということになりま

す。 

 市に対しての最初の資料１のほうにつきましては、今後、中小企業振興会議のほうでこ

ういう施策をしてほしいと。今、検討しておりますので、それをまた市長に対して、この

中をまとめた施策の検討について提言があります。 
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 以上です。 

堤委員：つまり、２８年１１月２４日に意見書が振興会議から来たわけですよね。やや１

年たつわけですけれども、それについてはまだ市からの回答というふうなのはなくて、こ

れからということですか。 

山本経済部長：２８年１１月２４日に意見を出して、そしてこれに基づいて市側でどうい

う施策を講じられるかということで、翌年の４月以降に新たな振興会議が開かれた際に、

２９年度ではこういう予算がそれぞれの項目に基づいて組んでいますということで振興会

議のほうに提出した資料でございます。 

堤委員：もう少し回りくどくなくてもいい、簡単でもいい。今、私が聞いているのは、ま

ず去年の１１月に意見書が振興会議からあったわけだよね。ただ受け取るのではなくて、

それに対する市の回答というのがあったのかなかったのかと。あれば、この資料２かなと

いうことだけだから、それだけでいいのだよね。 

山本経済部長：その際の回答ではございません。意見書をいただいて、その意見を尊重し

て今後の事業予算等に反映させてまいりますという回答に対して、２９年度に予算を組ん

だ後に、こういう予算が組まれていますよということで会議に説明するために提出した書

類ということになります。 

堤委員：だから、一番最初に戻るけれども、この資料２というのは当委員会に出された資

料ということで、まだ振興会議のほうには回答は出していないという考え方でいいの。た

だそれだけです。 

山本経済部長：４月以降の最初の会議の際に、予算としてこういう形でそれぞれの項目に

基づいた予算が入っていますよということで、振興会議に提出された書類です。 

堤委員：では、この資料２というのは、振興会議に回答をした、その資料ですか。 

 そこで、我々と企業経営者というふうなのは感覚が違うと思うのですよ。いずれも実務

にかかわっている人たちだから、この回答書を個々にやると物すごく時間がかかると思い

ますので、総体的な振興会議の感想というふうなのはあるはずなのですけれども、それに

ついてお尋ねしています。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：会議の委員の皆様は、この条例に対してはすごくありが

たいというふうな意見を出しております。 

 意見書をいただいたのですが、ことしはこの意見書の全部を一気にやるのは難しいとい

う考えもありますし、１番と２番について新たな３０年度、翌年度に向けて、市に対して

今どういうことをしてほしいのかというのをまとめている最中でございます。 

堤委員：では、おおむね市の回答に対して、振興会議の人たちは理解をしていると。一気

にはできないだろうから、適当にできるようなところをこのような形で市は進めてほしい

というふうな何というか、好意的というか、理解を十分得られたような雰囲気というか、

そういうふうな状況と見ていいのでしょうか。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：理解は示しておりますが、なかなか難しい要望とかもあ

りまして、中小企業の方々の、また私たちもわからないところもありますので、その辺を

お互いに理解しながら今現在進めている最中でございます。 

堤委員：実は聞きたいのは、そういう生の声というか、実情に沿った当該当事者たちが一
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番今切実に市に何とかしてほしいということが生の声としてあれば、ぜひそういうふうな

ことを我々は行政、政治とかで進めてほしい。できるものはしていくのが我々の仕事です

から。ですので、表現上だとすごくやりとりが、きれいごとがきれいにおさまっているの

だけれども、ぜひ公開の場というか、こういう場で話せないようなことも予想されますけ

れども、こういうふうなことで中小企業の人たちが一番望んでいると、あれもこれも全部

やってくれと、多分そこまでは望んではいないかもしれませんので、そのような生の声と

いうふうなので、我々に振興会議がどのような考えを持っているかというふうなのが、も

しこの場でできるのであればお知らせをいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

山本経済部長：ざくっと話をすると、まず一つは、やはり雇いたくても人が集まらない、

これに関する施策を何とか重点的にやってほしいと、これがまず一つ大きなところです。

それと同時に、アンケート結果をもとにですけれども、話し合っている中で、やはり自分

の代はいいのだけれども、次の代、後継者がいない。中堅の何といいますか、頼れる人を

まだ育てられない。そういう部分に対する施策を講じてほしい。こういうところが企業側

の意見として大きいだろうということが中小企業振興会議の中で話し合われています。 

堤委員：非常に実現というか、可能になっていくには難しいテーマだというふうに思いま

すけれども、それに対する市は対応策として、こんないっぱいの項目のほかにそこのとこ

ろの肝になるようなところについて今検討中というか、対応策は考えているところでしょ

うか。 

山本経済部長：市も考えているのですが、企業側もどういうことをやってほしいかと、そ

の中でこういうことをやったら後押ししてもらえれば人が集まるのにというような案も今

いろいろ考えていただいています。ですから、両方で振興会議の中で議論しながら今はま

とめていると。来年度に向けて、今はその策を検討しているという段階でございます。 

堤委員：最後に、先ほど舩見さんも質問しましたが、企業誘致に関する３億６,５４９万

３,０００円、我々が審議した中身だと思いますけれども、これはこのまま振興会議のほ

うに説明されていますか。中身を少し詳しくというか、やらないと、タイトルだけを見る

と、今私自身でも企業誘致費にこれだけ予算を措置しているということは、企業誘致する

のに、活動するのに一番動き回っていると。現在、この予算は今は９月ですから、大分な

くなっているのか、もっと企業誘致が可能になる状況にあるから補正を出してもやらなけ

ればならないのかと、いろいろ中身があると思うのですよね。だけど、この中だと、タイ

トルとこれだけであれば、ちょっと中身がわからないと企業誘致の３億６,０００万円は

なかなかぴんとこないところもあるので、委員長、この大きい予算のところを後で結構だ

から、内容についてもう少し資料をいただければ、ここで一個一個大きいのにやっていっ

ても時間もかかるので、それをひとつ委員長のほうから、大きい項目の額に対してその中

身について資料を後で補充してもらいたいというふうに思います。 

 以上です。 

西村委員長：補充資料の件の対応、お手数をおかけしますが、お願いしてもよろしいで

しょうか。 

 では、そのほか。 

堀委員：いろいろな補助金がありますけれども、６番と７番が指導員、予算がないのに
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載っています。 

 創業とか金融支援の専門家を配置するということは、お金がかかると思うのですけれど

も、その辺はどういうふうに指導するのか。やらないというふうに思えるのですけれど

も。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：経費につきましては、青森県が持っておりますので、市

としては予算はありません。 

 以上でございます。 

馬場委員：同じく２番目、建物リフォーム補助金が三千百万余あるのだけれども、これは

リフォームする人に三沢に住む人には全部何か、これは補助金か、やって、大工さんは三

沢の大工さんでなくても、どこでも誰でも、何ですか、やるということだかどうか。三沢

でなければ、何かいい話を書いているけれども、市内の建築関連会社にやるということで

しょう。よそへ頼めばだめだということでしょう。これは三沢の業者でなければ補助金を

出さないということですかということを一つと。 

 これは見たら、私は頭が悪いから、これは補助金、助成金、補給金と金ばかり見て、何

か変わったのがみんな三つついて、どこで使い分けしているのだか、何かどうせこれは助

成したり、ただでやるのに、どういうわけでこれは何か説明、使い分けをちょっと、私も

勉強して何か使い分けしているならいいのだけれども、教えてください。何か嫌に金が、

よろしく。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：建物リフォームにつきましては、市内の業者で登録して

いる業者のみとなります。市内の業者となります。 

馬場委員：登録というのは、どこに登録するの。市役所にか。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：はい、役所でもそうですけれども、建築協会、建築組合

です。 

馬場委員：大工さんもか。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：はい、大工もそうですが、あとマイホームセンターと

か、例えばループさんとか、そういう登録をして参加登録店というのがありますので、こ

こに登録をしなければこの対象とはなりません。 

馬場委員：リフォームする人は三沢の人でしょう。リフォームというのは、市内の居住者

ですね。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：そうです。はい、市内の居住者であります。 

馬場委員：どういうわけで使い分けしているのだか、ちょっと……。補給金と言っている

けれども、何の補給金だか、助成金だか何だか、補助金というのだか、何だか……。 

山本経済部長：補助金と補給金の違い……。 

馬場委員：だから助成金もあるのだよ、助成金とか……。 

山本経済部長：まず、補給金というのは、借りた場合に保証料として払わなければならな

い金額があるのですが、それを三沢市がかわりに払う、補給するという意味で補給金とい

う言葉を使って……。 

馬場委員：利子補給ということか。 

山本経済部長：はい、そういうような利子補給の場合もそうですし、この場合は保証料の
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補給という形です。 

 助成と補助金については、その時々の言葉もあるのですが……。 

堤委員：ちゃんと規定されているんじゃない。市の規定にちゃんとあるんじゃないの。 

米田副市長：補給金、補助金、助成金の使い分けの件でございますが、補助金につきまし

ては国の法令の名前をそのまま、ここに載っているものは使っております。大概のものを

国の補給金というのならば市も使うと。 

 助成金と補助金がどこが違うかというと、なかなか明確にわからないのですけれども、

多分条例の解説書とかにはあると思いますが、専門家ではないのでちょっとわかりませ

ん。ただ、一般的には、補助する対象の事業の法令とか条例の中にこの言葉が使われてい

ると補助金を使う、助成金も同じようなパターンでやっております。ただ、明確に区分す

る基準がどこにあるかは、ちょっと今はわかりません。後で法規の担当に聞いてお答えい

たします。（発言する者あり） 

西村委員長：後でまた改めての回答ということで御了承いただきたいと思います。 

 そのほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

西村委員長：堤委員のときとかぶっているかもしれませんけれども、説明資料２がありま

すよね。中小企業振興会議の方々にこの資料をもって説明したタイミングっていつです

か。意見書をもらったその場で、それとも時間を置いてなのでしょうか。ちょっとその確

認です。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：ことしに入って４月に、資料２の方は委員の皆様に説明

いたしました。 

西村委員長：であれば、振興会議からの意見がこの中で活かしたところって何でしょう

か。というのは、新規でやったものとか、結構前から、振興条例ができる前からやってい

るものが結構あったりすると思うのです。なので、中身に活かしたものもあるかもしれな

いし、新規として意見を生かしてやったものもあるかもしれないし、何というのでしょ

う、要は意見書はもらったけれども、今までやっていたそれに当てはまるものをただ羅列

しましたみたいな見え方もしてしまうのかなと思ってですね。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：受けたものにつきましては、１ページにありますシンポ

ジウムの開催、これは意見をもとにやります。あとは、今、協議しているのが、２ページ

の三沢地区雇用対策協議会負担金の中でこういう取り組みとか人材育成のためのセミナー

とかを反映させております。 

 以上です。 

西村委員長：では、そのほか会議から意見書をいただいて手法を変えたとか、今まで既存

にあった事業の中身を見直したとかというところは、ほかにはないですか。 

小泉経済部参事兼産業政策課長：その点につきましては、３０年度に向けて今現在協議し

ております。 

西村委員長：では、１年目は振興会議の意見を受けて新規にやったものは２件、予算とし

ては６０万円程度の成果だというところですか。はい、わかりました。 

 では、先ほど委員の皆様からいただいた御意見等をぜひとも活かしていただいて、中小
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企業の振興を市政の重要な柱として位置づけると条例の中にもうたわれておりますので、

ぜひとも今後とも振興会議の方々とともに歩みを進めていって努力をしていただければと

思っております。 

 では、この案件は、以上とさせていただきます。 

 続きまして、報告事項である不順天候にかかわる農作物の状況についてであります。 

 執行部の御報告をお願いいたします。 

山本経済部長：ただいまの報告事項なのですが、８月初旬から続いた低温・日照不足等に

より農作物への影響が懸念されているところでありますが、８月２１日から県が臨時調査

等を実施し、その結果が９月５日に発表されておりますので、その調査結果とこれまでの

市の対応状況等につきまして、担当課の農政課から報告させていただきます。 

河村経済部農政課長補佐：それでは、不順天候に係る農作物の状況について報告させてい

ただきます。 

 今週、９月５日に青森市で開催されました、あおもり米活性化秋季生産技術研修会にお

きまして県が行った水稲不稔調査の結果が公表されましたので、この資料をもとに御説明

させていただきます。 

 それでは、１ページ目の水稲不稔調査についてをごらんください。 

 この調査は、８月上旬からの不稔・日照不足を受けて、県が水稲の登熟への影響を把握

するため、緊急的に不稔調査を実施したものであります。 

 １の調査時期及び調査場所ですが、８月２１日から９月１日までの期間に東青、三八、

上北、下北地域の２３地点において実施されております。 

 ２の調査結果といたしまして、もみに実の入らない不稔が県内全ての地域で確認されま

した。 

 表１の不稔状況の下段をごらんください。 

 不稔状況につきましては、県内の平均が１３％でありました。このうち下北地域が１７

％で最も高く、続いて上北地域１５％、三八地域１３％の順に高くなっております。ただ

し、直近の低温冷害年であります平成１５年と比較しますと、不稔は軽いと思われます。 

 ページが前後いたしますが、３ページの平成２９年度不稔調査結果データをごらんくだ

さい。 

 こちらは、市町村別の不稔調査結果となります。下段の上北地域の中に三沢市の調査結

果がございます。三沢市におきましては、網かけをしてある部分、実の入っていないもみ

の割合、不稔もみ数割合でありますが、１９％という調査結果でありました。稲の生育に

おきましては、平年においても４から５％の不稔が認められることから、本年は低温と日

照不足によりまして、平年に比べ１４から１５％程度不稔が多く発生したということにな

ります。 

 ページを戻りまして、２ページをごらんください。 

 ３、不稔ぐあいと減収率についてであります。不稔ぐあいと減収率の関係につきまして

は、不稔ぐあい５０％までは不稔ぐあいに比べまして最終的な減収率は低くなる傾向にご

ざいます。これは、その後、もみが熟していく割合である登熟ぐあいの高まりなど稲の持

つ補償作用によるものでありまして、表２に示されておりますとおり、天候が平年並みに
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推移した場合、不稔割合から数％程度持ち直す傾向が過去のデータからも確認されており

ます。 

 それでは、４枚目の右上に補足資料と示されております９月１日現在の登熟歩合と作況

指数の関係について御説明いたします。 

 ９月１日時点の登熟歩合は、出穂後の低温の影響により平年を下回りましたが、類似年

である平成１４年を例にとりますと、必ずしも最終的な作況指数にそのまま影響しておら

ず、県南地域においても持ち直し平年近くまで回復していることから、最後まで適期刈り

取り、乾燥調整の管理を徹底することが重要となります。 

 表１の本年９月１日現在の県生育観測圃の登熟歩合については、県南地域のまっしぐら

について平年を３５.５ポイント下回る１２.０％と低くなっております。ただし、下段の

表２に示される類似年である平成１４年の県生育観測圃の登熟歩合と作況指数に見られま

すとおり、本年同様の気象経過となった平成１４年の９月２日現在の登熟歩合は本年と同

水準で低い状態でありましたが、その後の天候が平年並みに推移したことから、国公表の

県南地域における作況指数は９６と平年に近い水準にまで回復しております。 

 県の調査結果においては、三沢市は１９％の不稔が確認されたところではありますが、

今後天候が例年並みに推移し、平年に近い水準にまで持ち直すことを期待しているところ

であります。 

 また、野菜の生育状況につきまして、おいらせ農協より随時情報収集を行っているとこ

ろでございますが、ナガイモの生育におきましては葉や茎、芋の生育肥大が緩慢である。

また、ゴボウの生育において一部葉や茎に枯れが見られる。また、掘り取りの終わったも

のについては、規格の小さい細もの傾向での出荷が続いているとの情報を得ております。 

 なお、これまでの三沢市の不順天候対策といたしましては、８月２１日に県、六戸町及

びおいらせ農協とともに不順天候対策会議を立ち上げ、不順天候及び作物の生育状況の共

有化を図り、技術指導と対応策について検討してまいりました。 

 また、技術指導として、８月２１日付で臨時営農指導情報を提供しております。三沢市

では、この営農情報を市ホームページに掲載するとともにマックテレビで簡易な形で情報

提供を行い、あわせて市役所来庁の際、農業者の方が持ち帰ることができるよう農政課、

広報広聴課、ロビーに備えつけております。 

 なお、この臨時営農情報は、８月２１日のほか８月２８日、９月６日にも随時更新を行

い、同様の周知を図っているところでございます。 

 一昨日となります９月６日には、低温・日照対策本部を県、おいらせ農協、六戸町とと

もに立ち上げております。また、９月８日、本日でございますけれども、この後、４時か

らとなりますが、県、農協に加え土地改良区、農業共済組合など関係機関による三沢市不

順天候対策連絡会議を立ち上げ、第１回目の会議を開催予定であります。 

 いずれにいたしましても、８月上旬からの低温・日照不足によりまして米、ナガイモ、

ゴボウ等に影響が出ている状況が確認されておりますので、今後の天候、生育状況を注視

するとともに、関係機関との情報共有、また、連絡体制を密にし、農業者に対するしっか

りとした対応を行ってまいりたいと考えております。 

 不順天候に係る農作物の状況についての報告は、以上であります。 
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西村委員長：ただいまの報告に対して何かございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

西村委員長：では、ただいまの報告案件は以上とさせていただきたいと思います。ありが

とうございました。 

 以上で、本日の案件は全て議了となりました。 

 なお、この所管事務調査につきましては、今定例会で委員長報告をすることになります

が、この内容につきましては正副委員長に御一任いただきたいと思うのですけれども、い

かがでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

西村委員長：それでは、そのようにさせていただきます。 

 これをもちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。 

午後 ３時１６分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   西 村 盛 男   


